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令和８年度のスタート 
校長 阿部 仁  

～新年度のはじまりにあたり～ 

４月１日、新年度の初日こそ小

雨模様でしたが、ここ数日は春

から初夏の陽気となり、季節が

一気に進んだ中で令和８年度を

迎えました。本校に着任して３年

目となる今年も、「生徒一人一人を大切にする

信頼される学校」の実現に向けて、職員一同頑

張ってまいりますので、本年度もどうぞよろしく

お願いいたします。 

～職員の人事異動について～ 

  今年度は、定期人事異動により、本市裏面に

記載したような教職員の異動がありました。日

本語指導教員の定数化（これまでは臨時的な

位置づけでしたが、本年度から教員定数として

認められたということ）及び日本語指導が２クラ

スに増加すること、本校の教育活動のより一層

の充実ために、配置される先生の数が例年より

も多い事情によるものです。また、昨年度に引き

続き、新入生が４クラス編成となるなど、ここ３年

間では、教員数が最も多い年度としてスタートし

たことになります。職員が変わることは、前年度

までの雰囲気とはまた一味違った環境が創出さ

れることを意味し、新しい東中学校のスタイルが

生まれるのではないかと期待しています。 

  

～学級開きと新たな友達との出会い～ 

生徒にとっては「春休み」ですが、私たち教員

にとっては、新年度の準備に忙殺されるのが、こ

の年度末・年度初めの恒例行事なのです。今年

度は暦の関係で、年度当初の職員会議（この中

で、今年度一年間の大きな流れを決めていく）

でスタートしてから、始業式まで実働は４日間し

かありませんでした。したがって、例年になく先

生方が新年度の準備に取り掛かることのできる

時間が短く、連日連夜、遅くまで業務に励んで

いました。校長としては、年度当初から多忙を極

め、各々の先生方の体調への心配がつきないも

のですが、一方で、新しい学年・学級への期待と

喜びに満ちて、意欲的に仕事をしているのも、事

実なのです。教職員全員に通底するものといえ

ば、多忙ではありますが、新しい生徒たちと、新

しい授業風景を展開していくことへの嬉しさとい

ったようなものです。名簿作り、掲示物づくりな

ど、生徒の様子を頭に思い浮かべながらの作業

は、「教師冥利に尽きる」ものだろうと思います。 

～コミュニティースクールの充実に向けて～ 

本校と東小学校、塚越小学校で校正している

「コミュニティースクール」。コロナ禍により一時

期はその交流活動が停滞しておりましたが、次

第に様々な行事連携や研修の共催などのよう

に、「一つの学校」としての動きも見られるように

なりました。本来的には、小・中合わせた９年間

を見通した教育課程の編成や、授業交流などを

加速していく必要があります。今年度は、今まで

以上に「コミュニティースクール」の取組を増や

していけるよう取り組んでまいります。皆様のご

理解とご協力をお願いいたします。                

－ 了 －       

 

生徒数(名) 

男子 210 

女子 １74 

計 ３84 

東中だより
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